
第３２回景況調査結果 

令和２年７月 
大曲商工会議所中小企業相談所 

１．目的 
大曲商工会議所地域内の商工業者の景況を把握し公表することにより、商工

業者の事業推進に寄与するため実施した。 
 
２．景況判断指数（Diffusion Index 値）とは 

景況判断指数はＤＩ値と表示され、求め方は、増加や好転と回答した事業所

の割合から減少や悪化と回答した事業所の割合を差し引いた値で、プラスの

時は好景気（景気拡大期）、マイナスの時は不景気（景気減速期）と判断され

る。 
 

（計算例）  
好転５社 変わらず３社 悪化２社 のＤＩ値は３０ポイント  

ＤＩ値＝好転の割合（５社÷１０社＝５０％）－悪化の割合（２社÷１０社＝2０％） 

ＤＩ値＝５０％－２０％＝３０（ポイント） 

 

３．調査対象期間 

●前期の実績 

前期（令和 2年 4月 1日～令和 2年 6月 30日）についての実績を 

前年同期と比較（平成 31年 4月 1日～令和 1年 6月 30日） 

●今期の見通し 

今期（令和 2年 7月 1日～令和 2年 9月 30日）についての見通しを 

前年同期と比較（令和 1年 7月 1日～令和 1年 9月 30日） 

 
４．回収状況 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

業種 
対  象 
事業所数 

有 効 回 答 
事業所数（回収率） 

建設業 ３２ ２４（７５％） 
製造業 ２２ １７（７７％） 
卸売業 ６ ４（６６％） 
小売業 ８０ ５９（７３％） 
ｻｰﾋﾞｽ業 ６０ ３７（６１％） 
合計 ２００ １４１（７０％） 



調査結果 

       （   ）内は前回調査１月調査結果の DI 値 

 

①全業種     （単位： ポイント） 

期間 景況 売上 在庫 利益 資金繰り 雇用 

前期の実績 

（前回調査） 

△５７．４ 

（△５７．７） 

△６２．９ 

（△５９．６） 

△６．５ 

（△６．５） 

△６１．０ 

（△５７．７） 

△４０．７ 

（△４０．８） 

１．４ 

（△２．２） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△５４．６ 

（△６８．１） 

△５５．７ 

（△７０．２） 

△７．８ 

（２．６） 

△５６．０ 

（△７１．４） 

△４０．７ 

（△５０．４） 

０．７ 

（△１２．５） 

 

業種別 

業種 期間 景況 売上 在庫 利益 資金繰り 雇用 

建設業 

前期の実績 

（前回調査） 

△４５．８ 

（△３４．６） 

△５４．２ 

（△３８．５） 
― 

△５８．３ 

(△４２．３） 

△３３．３ 

（△１５．４） 

２５．０ 

（１１．５） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△４５．８ 

（△３４．６） 

△４５．８ 

（△３０．８） 
― 

△５０．０

（△５０．０） 

△３３．３ 

（△１５．４） 

３３．３ 

（１９．２） 

製造業 

前期の実績 

（前回調査） 

△８８．２   

（△６４．７） 

△８２．４ 

（△５８．８） 

△６６．７ 

(△３７．５) 

△９４．１ 

（△５２．９） 

△６４．７ 

（△４７．１） 

△３５．３ 

（△６．３） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△７６．５ 

（△８２．４） 

△８２．４ 

（△８８．２） 

△４６．７ 

（△３７．５） 

△７０．６ 

（△７０．６） 

△６４．７ 

（△６４．７） 

△４１．２ 

（△３７．５） 

卸売業 

前期の実績 

（前回調査） 

２５．０ 

（△５０．０） 

△５０．０ 

（△５０．０） 

２５．０ 

（０．０） 

０．０ 

(△５０．０) 

０．０ 

（０.０） 

０．０ 

（２５．０） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△５０．０ 

（△50.0）  

△５０．０ 

（△５０．０） 

２５．０ 

（０．０） 

△５０．０ 

（△５０．０） 

△２５．０ 

（△５０．０） 

０．０ 

（△２５．０） 

小売業 

前期の実績 

（前回調査） 

△５９．３ 

（△６９．６） 

△６４．４ 

（△７２．７） 

７．０ 

（１．９） 

△５５．９ 

（△６９．６） 

△３４．５ 

（△４８．２） 

５．４ 

（△１．９） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△５９．３ 

（△８２．１） 

△６１．０ 

（△８５．７） 

０．０ 

（１２．７） 

△６１．０ 

（△８２．１） 

△３６．２ 

（△５７．１） 

０．０ 

（△１４．８） 

サービス業 

前期の実績 

（前回調査） 

△５６．８ 

（△５３．８） 

△５８．３ 

（△５６．４） 
― 

△６２．２ 

（△５３．８） 

△４８．６ 

（△４８．７） 

△２．７ 

（△１３．９） 

今期の見通し 

（前回調査） 

△４３．２ 

（△６５．８） 

△４１．７ 

（△６８．４） 
― 

△４５．９ 

（△７３．０） 

△４３．２ 

（△５７．９） 

０．０ 

（△１９．４） 

 
 
 
 



（３）自由表記 
 
【建設業】 
・土木部門堅調も今後も引き続き建設部門の受注減少が予想される。 
                           （総合建設業） 
・コロナ禍の影響で民間投資、需要が減少している。年度末に向けて更に 
差し控えが強まれば売上減少に拍車をかけるであろう。            

   （総合建設業） 

                       
【小売業】 
・今後の見通しは良い状態ではないと推測しております。 
                           （一般小売）  
・コロナウイルス次第です。 
                           （酒類小売） 
・夏季イベント中止によりオケージョン需要が見込めず厳しい状況。 
                          （衣料小売） 

・慢性的な減販に加え、感染症の影響で減販に拍車がかかっている。 
打開策を模索しているが、見出せない。 

                        （燃料小売） 
【サービス業】 
・夏場は客単価は上がるが、来客数の減少でどうなるか。 
観光客も今年は少ないだろうし、帰省客も少ないだろう。      

（飲食店） 
・見通しがつかず、先が真っ暗です。    

                           （宿泊業） 

【製造業】 
・4月～5月は前年比 50％以上の減少。6月に入り前年比 10％減へ回復。 

今後は前年並みと見込んでいる。 

                                (製造業) 

・受注が少なくなり、ますます大変な状況になっている。 

  (製造業) 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）考 察 

   全国比較：日本商工会議所 LOBO調査 

   県内比較：秋田県県内経済動向調査 

   参考比較：大曲商工会議所新型コロナウイルス事業影響調査 

 

建設業 

前回調査と比べると前期実績・今期見通しの雇用以外の項目が下回っており、

雇用以外の全ての項目がマイナスの結果となった。 

  全国調査では 6 月に入りコロナウイルスの影響に伴う建築資材などの納品遅

れ・欠品が解消されつつあり、県内経済動向調査によると公共投資は６月時点で

５か月連続で前年同月を上回っているとあるが、当所調査では売上ＤＩの前期

実績△54.2、今期見通し△45.8 と依然として厳しい結果となった。コロナウイ

ルスの影響により中断していた公共工事の再開や消費者マインド低迷で不調な

住宅関連工事の動向を引き続き注視していく。コロナウイルス感染拡大の長期

化により景況感はさらに悪化する可能性がある。 

 

 

 製造業 

前回調査と比べると景況ＤＩ値が前期実績△88.2、今期見通し△76.5であり、

前期実績・今期見通しの全ての項目が引き続き厳しい状況である。自動車関連の

一部工場再開や中国向け輸出の持ち直しに期待する声もあるが、全国調査及び

当所調査でも金属製品などは取引先における過剰在庫や生産調整による受注減

との声が多く聞かれた。業況の回復にはしばらく時間がかかりそうである。 

 

 

卸売業 

前回調査と比べると景況ＤＩ値が前期実績 25％と改善した。緊急事態宣言の

解除に伴い飲食店の再開で食品関連卸売業の回復が影響している。しかし今期

見通し△50.0と完全な回復にはまだ時間がかかりそうである。 

 

 

小売業 

前回調査と比べると前期実績・今期見通しとも低調ではあるが、数値は改善さ

れている。全国調査および県内調査と同様に、食料品、生活用品は好調を維持し

ており、特別低額給付金の効果で家電の売上が伸びている。一方、進学・入学な

どの新生活に合わせた需要は激減している。今後もコロナウイルス感染が拡大

するようであれば、かなり深刻な状況になると考えられる。 

 

 



サービス業 

前期実績・今期見通しともに厳しい状況が続いている。緊急事態宣言の解除以

降、営業再開をした飲食業ではあるが、遠出や外出を自粛している消費者も一定

するおり回復には時間がかかると思われる。また、観光・ビジネス需要は依然と

して低迷が続いており宿泊上には厳しい状況が続いている。持続化給付金、雇用

調整助成金などの助成金で経営・雇用を維持しているが、今後もコロナウイルス

の影響が収束しなければ、より深刻な状況になると考えられる。 

 

 

・全業種の景況は、前回調査と同様に新型コロナウイルスの影響が続いており、

がっており、小売業・サービス業・製造業の落ち込みが激しい。卸売業・建設業

も先行きは不透明である。新型コロナウイルスによる落ち込みはしばらく続く

と思われる。 

  

 


